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福井県大野市出身の岡島辰五郎氏が、ニューヨークで美術商を営
む間に収集した日本の金工品を主とする岡島コレクションの展覧会が、
岡島氏の没後50年にあたる今年の3月2日(金)から25日（日）に開催
されました。そして期間中、講演会や各種のイベントが当館を会場に
開催されました。

◎ワークショップ「純銀で岡島コレクションを作ろう」
 （主催：岡島美術財団）

　〔講師〕齋藤好子氏（アートクレイ倶楽部認定教室主宰）
　〔日時〕3月3日(土)　10：00～、14：00～

＊　＊　＊　＊

岡島コレクションの中から、龍・獅子・トンボなど動物や昆虫の目
貫を、アートクレイシルバー（銀ねんど）で模し、ブローチ、バッチ、
ペンダントを作ってみようというものです。ワークショップは午前と
午後の2回開催され、約30組の親子が参加しました。好みの題材を選び、
思い思いの作品を熱心に制作していました。また岡島氏の功績を紹介
するミニ講座もあわせて開催されました。

◎記念講演会「日本刀と拵
こしらえ

の美」
　〔講師〕梅田光雪氏（御刀砥師）
　〔日時〕3月18日(日)　14：00～

＊　＊　＊　＊

岡島コレクションには多種多様な金工品がありますが、その中心を
なすのが刀の外装（拵）を飾る目貫、縁頭といった刀装具です。講演
会では県内在住の刀剣研磨師・梅田光雪氏を講師に、これまで携わっ
てきた刀剣研磨における思い出深い作品との出会い、また刀と拵の関
係とその魅力を、拵の実物を前に語っていただきました。参加者は日
頃滅多に見ることのできない拵を前に、興味深げに聞き入っていまし
た。

県立美術館では3月2日（金）から25日（日）まで「久世建二 3.11
へのオマージュ」展が開催され、期間中屋外展示場に計38体の
墓標や人型を想わせる陶のオブジェが三重の円形に並べられま
した。また関連イベントとして、久世建二氏と金沢21世紀美
術館長秋元雄史氏による記念対談が3月11日午後2時から行
われました。1分間の黙祷で始まった対談の中で、久世氏はこ
れらのオブジェについて、時間の流れや人の生死のつながり等、
東日本大震災への鎮魂もテーマだが、個々の形は、「土が教え
てくれた形を作っているので、作品に込めた思いを説明すると
ほとんど後付けになる。物語性も後からきている」と語り、こ
れに対して秋元館長が、「物
語に即して形を作ってない
ので、逆にストーリーに広
がりがある。見る側がいろ
いろなイメージを抱きやす
い」と受けるなど活発な議論
が交されました。参加者に
は熱心な人が多く、対談終
了後も質問が続きました。
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同左「日本刀と拵の美」講演会　梅田光雪氏

「3.11へのオマージュ」　会場風景

記念対談　会場風景

岡島ワークショップ　会場風景

久世建二氏と秋元雄史氏

岡島ワークショップ　銀細工完成品
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福 井 県 立 美 術 館
次 回 の 企 画 展 案 内

色とりどりにきらめく光のオーロラ、光の中でそっと動き出す不思議な影たち ─ 本展
は、光や映像、音を駆使した作品の数々を体で感じる「超体験型」の展覧会です。「見て」「触
れて」「参加して」、子どもも大人もゲームのように楽しみながら鑑賞できる展覧会です。

魔法の美術館
2012年7月27日㈮〜8月26日㈰
会期中無休

美術館だより第135号

◎5月〜7月の休館日について

展示替え、館内メンテナンス等のため、次の日は休館とさせていただきますのでご了承ください。
5月14日㈪、21日㈪、22日㈫、6月4日㈪、11日㈪〜22日㈮、7月2日㈪、9日㈪、17日㈫〜26日㈭

▲浅野耕平「Garden」(C)kohei ASANO
　協力：東京工芸大学インタラクティブメディア学科

▲小松宏誠「Secret Garden」(C)kosei KOMATSU

貸館情報 [5/2~7/29]

フォトフレンズ写真展

Pino ＆ 森の仲間たち

第5回現代童画会福井地区展

第33回萌展（日本画）

第12回フォト瞬写真展

第7回笑夢の会水彩画展

第21回日本画紫陽花展

5/ 2〜5/ 6

5/ 2〜5/ 6

5/ 9〜5/13

5/10〜5/13

5/16〜5/20

5/17〜5/20

5/24〜5/27

美山絵画教室展

第40回書法研究　五展

脇本公夫油彩展「今はまだ旅の途中」

第27回沙久羅会日本画展

第35回千歳会書展

福井県立藤島高等学校美術部展

第62回県書道展・県現代書作家展

5/24〜5/27

5/25〜5/27

5/30〜6/ 3

5/31〜6/ 3

6/ 1〜6/ 3

6/ 1〜6/ 3

6/ 7〜6/10
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　館蔵品が県の文化財に指定！
　平成 23 年度の福井県指定文化財に、当館の館蔵品 2 点が指定さ

れました。その詳細は下記の通りです。

　曾我紹仙（生没年不詳）は室町時

代における水墨画の流派の一つ曾我

派の絵師で、室町後期に活躍した人

物です。曾我派は代々、御用絵師と

して越前朝倉氏に仕えたほか、京都

の大徳寺を拠点としても活動しまし

た。寒山拾得は中国唐時代に、天台

山国清寺に住んでいたとされる伝説

の隠者で、寒山は文殊、拾得は普賢

菩薩の化身ともいわれ、特に禅宗で

好まれた画題です。本図は松の下で

背中合わせに眠る二人を水墨の手法

で描いたもので、略画風の表現は中

国南宋時代の画家の牧谿や梁楷の作

品に倣ったもので、作例の少ない紹

仙の作品としても貴重です。

　曾我直庵（生没年不詳）は、桃山から江戸時代初めにかけての絵

師で、越前朝倉氏の御用絵師・曾我派の末裔ともいわれ、堺を中心

とする畿内で活躍しました。本図は金雲たなびく八曲一双の大画面

の両端に松柏の大樹を配し、その間に 2 羽の大鷹を水墨で描いた作

品です。鷹図は直庵の得意とした画題で多くの作例が知られますが、

本図のような連続した大画面に描いたものは珍しいといえます。ま

た大樹や金雲を用いた表現は桃山絵画の典型的な様式であり、直庵

の金地作品としても現存唯一の作例として、作者の代表作に数えら

れる大変重要な作品です。

『松柏に鷹図屏風』　曾我直庵筆　8 曲 1 双　桃山～江戸時代

『寒山拾得図』　曾我紹仙筆　1 幅　室町時代

（左隻）


